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Ｑ　

細
萱
公
民
館
用
地
購
入
の

財
源
と
な
っ
て
い
る
旧
穂
高
町

外
１
ヶ
町
一
ノ
沢
山
林
組
合
基

金
は
、
県
営
公
園
用
地
と
し
て

山
林
を
売
却
し
た
収
益
を
積
み

立
て
た
も
の
で
、
当
初
は
2
億

５
０
０
０
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
。

組
合
財
産
の
売
却
益
を
関
係

地
区
住
民
の
福
祉
に
使
う
の
は

当
然
と
し
て
も
、
非
常
に
大
き

な
金
額
で
あ
り
、
そ
の
活
用
に

は
市
が
も
っ
と
関
心
を
払
う
べ

き
。
基
金
条
例
に
定
め
た
も
う

一
つ
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
山

林
保
全
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
出

費
し
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後

の
山
林
保
全
に
か
か
る
費
用
の

予
測
は
。

Ａ　

こ
の
基
金
の
現
在
残
高
は

１
億
８
７
９
０
万
円
ほ
ど
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
て
組
合
関
係

の
各
地
域
の
公
益
性
の
高
い
事

業
に
使
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
山
林
の
状
況
に
応
じ

て
必
要
な
対
応
は
と
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
基
金
を
活
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。

Ｑ　

保
健
事
業
の
医
務
委
託
料

で
、
子
宮
頸
部
検
診
２
７
０
万

円
と
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で

１
５
０
万
円
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
。
理
由
は
。

Ａ　

医
療
機
関
に
、
個
人
負
担

に
相
当
す
る
金
額
を
差
し
引
き

支
払
い
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
、
減
額
補
正
を
す
る
。

Ｑ　

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
で
、
２
４
０
万
円
の
減
額
補

正
の
理
由
は
。

Ａ　

職
員
１
名
減
に
よ
り
、
人

件
費
１
名
相
当
分
を
減
額
し
た

も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

商
工
振
興
費
委
託
料
で
、

中
小
企
業
の
経
営
向
上
、
支
援

強
化
事
業
と
し
て
、
６
３
０
万

円
の
事
業
内
容
は
。

Ａ　

中
小
企
業
経
営
向
上
支
援

強
化
事
業
で
、
内
訳
は
、
人
件

費
３
５
０
万
円
、
専
門
家
相
談

費
用
約
２
０
０
時
間
分
の
金
額

で
あ
る
。

Ｑ　

農
業
振
興
費
の
負
担
金
と

補
助
金
に
つ
い
て
、
き
の
こ
流

通
体
制
推
進
事
業
に
支
援
す
る

こ
と
と
、
農
業
基
本
構
想
の
中

で
負
担
金
、
補
助
金
制
度
を
ど

う
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

Ａ　

中
信
き
の
こ
種
菌
セ
ン
タ

ー
が
行
っ
て
い
る
形
質
検
定
の

実
証
検
証
を
し
て
、
き
の
こ
生

産
農
家
に
種
菌
を
配
る
事
業

に
、
市
と
し
て
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
農
業
基
本
構
想

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
農

家
の
声
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

総
務
費
の
企
画
費
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
１
３
８

０
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　

6
つ
の
区
と
市
区
長
会

に
、
自
主
防
災
の
た
め
の
放
送

器
具
、
発
電
器
、
投
光
器
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
と
、

区
長
会
の
法
被
購
入
に
対
す
る

補
助
金
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
反　

対

　

穂
高
給
食
セ
ン
タ
ー
を
「
北

部
給
食
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変

更
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

地
域
の
名
称
は
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
文
化
と
し
て
、
そ
の
地

域
に
と
っ
て
心
の
絆
で
あ
り
、

地
産
地
消
で
地
域
を
大
事
に
し

て
い
く
と
い
う
点
で
危
惧
す
る

も
の
で
あ
る
。

◆
賛　

成

三
郷
に
で
き
た
給
食
セ
ン
タ

ー
は
「
南
部
」、豊
科
は
「
中
部
」

で
あ
る
か
ら
、
市
と
し
て
一
体

性
の
意
義
か
ら
、
穂
高
を
「
北

部
」
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
関
す
る
質
疑

旧穂高町外１ヶ町一ノ沢山林組合の基金で、
林業振興費事業として公有財産を購入

林業振興事業として公有財産を購入することにな
り、旧穂高町外１ヶ町一ノ沢山林組合に関する基金から
2,660 万円を繰出し、細萱公民館用地の購入に充てるこ
とになりました。（補助金として 460 万円、用地購入費
として 2,200 万円）細萱区からの要望書を受けた後段取
りをし、当初予算に間に合わなかったため、今回の補正
予算で計上することになりました。

安
曇
野
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
21
年
度
安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
専
決
第
１
号
）に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
承
認

◆
質　

疑

Ｑ　

高
額
医
療
費
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る

が
、少
な
い
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
と
し
て
も
、

医
者
に
か
か
り
た
く
て
も
か
か
れ
な
く
て
診
療

抑
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。
そ
れ
か

ら
、積
立
金
の
3
億
５
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　

高
額
療
養
費
は
毎
年
8
～
10
㌫
の
伸
び
で

あ
っ
た
が
、
21
年
度
は
5
㌫
以
下
の
低
い
伸
び

率
で
あ
っ
た
。
診
療
抑
制
に
な
っ
て
い
な
い
か

等
の
分
析
は
、
デ
ー
タ
が
出
揃
う
こ
れ
か
ら
に

な
る
。
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
伸
び

が
例
年
5
～
6
㌫
の
と
こ
ろ
、
本
年
は
１
㌫
強

ぐ
ら
い
の
見
込
み
で
予
算
が
余
っ
た
の
で
、
ま

ず
は
基
金
へ
積
む
こ
と
に
し
た
。

平成 22 年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）の概要
補正予算額 6,500 万円を追加し、補正後の予算額 354 億 1,500 万円

歳入について
　主な内容として旧穂高町外１ヶ町一ノ沢山林組
合に関する基金繰入金 2,660 万円増額、団体営土地
改良事業補助金 390 万 5,000 円増額、財政調整基金
繰入金 936 万 1,000 円増額（財源調整）、コミュニ
ティー助成事業助成金 1,380 万円増額、ふるさと雇
用創出事業補助金 390 万円増額、健康診査徴収金
420 万円減額（個人負担徴収金の徴収方法の変更に
よるもの）

歳出について
　主な内容として細萱公民館用地及び公民館整備
に伴う工事等 2,660 万円増額、団体営土地改良事業
769 万 3,000 円増額、まちづくり推進事業（コミュ
ニティー助成事業助成金活用）1,380 万円増額、小
学校施設整備事業（明北小学校前道路整備工事の
増）390 万円増額、商工振興事業（中小企業経営向
上支援強化事業の増）630 万円増額

平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）など
平成22年安曇野市議会６月定例会は６月２日開会し、会期21日間をもって
６月22日に閉会しました。この間、市長提出議案など54件が審議されました。

6 月定例会で 決まりました

これまで細萱神社（神社庁）から借地していた細萱公民館

穂高給食センター



地
下
水
（
伏
流
水
も
含
む
）の
汚
染
防
止
と

適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
を
求
め
る
請
願
書

採
択

＝
左
記
の
内
容
で
質
疑
が
あ
り
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
＝
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平成22年安曇野市議会6月定例会審議結果
◆
質
疑

Ｑ　

請
願
事
項
に
「
地
下
水

の
汚
染
防
止
条
例
を
至
急
制

定
さ
れ
た
い
」
と
あ
る
。
水

に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
汚
染
で
は
な
く
汚
濁

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

願
意
の
内
容
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
す
る
中
、

用
語
の
使
い
方
の
異
論
は
委

員
の
中
で
は
な
か
っ
た
。
水

質
汚
濁
法
に
つ
い
て
も
、
委

員
会
の
中
で
話
し
合
い
は
持

た
れ
た
。

◆
採
択
に
反
対

❶
裁
判
に
よ
り
法
の
条
件
下

で
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
請

願
内
容
の
語
句
に
「
お
そ
れ

が
あ
る
」「
可
能
性
が
あ
る
」

「
不
安
」
で
は
、
県
に
対
し

許
可
の
請
願
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
。

❷
法
に
基
づ
い
て
判
断
す
る

こ
と
と
な
る
県
の
行
為
に
つ

い
て
、
市
議
会
が
意
見
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
令
を

遵
守
す
べ
き
議
会
の
一
員
と

し
て
賛
成
し
か
ね
る
。

❸
委
員
会
の
審
査
の
中
で
、

法
的
に
県
が
受
け
付
け
る
た

め
に
は
、
地
元
の
自
治
体
と

し
て
何
が
ダ
メ
な
の
か
等
、

も
う
一
度
各
委
員
が
明
確
に

把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
継
続

審
査
が
望
ま
し
い
。
委
員
会

で
は
十
分
な
審
議
が
さ
れ
て

い
な
い
事
柄
で
あ
り
、
こ
の

場
で
採
択
は
し
か
ね
る
。

◆
採
択
に
賛
成

❶
不
許
可
の
内
容
を
吟
味
す

る
と
、
汚
泥
処
理
や
堆
肥
化

を
実
施
す
る
際
、
悪
臭
対
策

や
騒
音
対
策
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
重
要
な
技
術
対
象
項

目
だ
が
、
す
べ
て
に
対
し
処

理
能
力
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
田
園
都
市
安
曇
野
の

環
境
、
自
然
を
守
る
た
め
に

も
賛
成
す
る
。

❷
権
力
分
立
の
基
本
に
た

ち
、
県
の
判
断
に
対
し
て
市

民
の
代
表
た
る
議
会
が
意
思

表
示
す
る
こ
と
は
義
務
で
あ

る
。
意
見
を
述
べ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
補
償
を
問
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

❸
行
政
が
定
め
た
基
準
は
目

安
で
し
か
な
く
、
何
か
被
害

が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
。
市

民
の
立
場
に
立
っ
て
不
安
や

懸
念
を
取
り
除
く
の
が
議
会

の
務
め
だ
。

◆
採
択
に
反
対

❶
経
済
不
況
の
中
、
下
請
企

業
の
苦
し
み
は
理
解
で
き
る

が
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

意
見
書
と
し
て
の
提
出
先
は

「
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
」

と
さ
れ
て
い
る
。
提
出
先
の

中
に
安
曇
野
市
商
工
会
・
関

係
機
関
と
な
っ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
。
民
間
企
業
の
事

柄
で
も
あ
り
、
も
っ
と
慎
重

に
取
り
扱
う
べ
き
問
題
で
あ

る
。

❷
文
脈
か
ら
し
て
、
個
別
企

業
間
の
経
済
活
動
に
限
定
し

た
も
の
で
あ
る
。
固
有
の
企

業
間
の
取
引
問
題
、
契
約
問

題
を
是
正
せ
よ
と
い
う
願
意

が
妥
当
と
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

◆
採
択
に
賛
成

❶
市
内
の
企
業
活
動
を
守

り
、
雇
用
確
保
に
関
し
議
会

が
市
民
の
立
場
、
中
小
企
業

の
立
場
、
そ
し
て
職
場
を
追

わ
れ
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
対

応
す
る
の
は
当
然
の
責
務

だ
。
市
内
で
安
心
・
安
全
に

勤
め
ら
れ
る
、
そ
し
て
市
長

の
言
う
田
園
産
業
都
市
を
守

る
た
め
に
も
、
当
然
採
択
さ

れ
る
べ
き
だ
。

❷
今
回
の
問
題
は
緊
急
性
を

要
す
る
。
一
刻
も
早
く
打
開

す
る
た
め
に
も
こ
の
場
で
採

択
す
べ
き
だ
。

「
㈱
あ
ず
さ
環
境
保
全
」の
産
業
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
の
稼
働
に
反
対
し
、そ
の
許
可
申
請

を
不
許
可
処
分
に
す
る
よ
う
、安
曇
野
市
議
会

と
し
て
県
に
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

採
択

＝
要
望
書
を
県
知
事
あ
て
提
出
＝

大
企
業
に
よ
る
下
請
企
業
に
対
す
る

発
注
停
止
に
関
す
る
陳
情
書

採
択

＝
意
見
書
を
県
知
事
と
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
長
官
あ
て
提
出
＝

議案第60号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第61号 安曇野市学校給食センター条例の一部を改正
する条例 原案可決

議案第62号 平成22年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）原案可決

議案第63号 平成22年度安曇野市介護保険特別会計補正予
算（第１号） 原案可決

議案第64号 安曇野市外１市山林組合規約の変更について 原案可決

議案第65号 市道の認定について 原案可決

議案第66号 土地の取得について 原案可決

議案第67号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部
を改正する条例 原案可決

議案第68号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 適任

請願
受理番号 件名 結果

請願第２号 地下水（伏流水も含む）の汚染防止と適正利用
に関する条例制定を求める請願書 採択

請願第３号 農業農村整備事業の推進について 採択

請願第４号
長野県独自の30人規模学級の中学校全学年へ
の早期拡大と県独自に教職員配置増を求める
意見書提出に関する請願書

継続審査

請願第５号 30人学級の早期実現、教職員定数増を求める
意見書提出に関する請願書 継続審査

請願第６号「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意
見書提出に関する請願書 採択

請願第７号「予防ワクチン接種」に公費助成を求める請願 採択

請願第８号「所得税法第56条の廃止を求める意見書」採択
を求める請願書 継続審査

請願第９号 機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める
請願書 採択

請願第10号
「㈱あずさ環境保全」の産業廃棄物中間処理施
設の稼動に反対し、その許可申請を不許可処分
にするよう、安曇野市議会として県に要請する
ことを求める請願書

採択

陳情
受理番号 件名 結果

陳情第３号 陳情書（国土交通省告示第15号による新業務
報酬基準の遵守について） 不採択

陳情第４号 大企業による下請企業に対する発注停止に関
する陳情書 採択

議員提出議案
議案番号 件名 結果
議員提出
第５号 農業農村整備事業の推進を求める意見書 原案可決

議員提出
第６号

大企業による下請企業に対する発注停止をや
めさせ、雇用と地域経済を守ることを求める意
見書

原案可決

議員提出
第７号 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 原案可決

議員提出
第８号 予防ワクチン接種に公費助成を求める意見書 原案可決

議員提出
第９号

機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める
意見書 原案可決

議員提出
第10号 議員派遣について 原案可決

市長提出議案
議案番号 件名 結果

報告第３号 平成21年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越
計算書について 受理

報告第４号 平成21年度安曇野市下水道事業特別会計繰越
明許費繰越計算書について 受理

報告第５号 平成21年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越
計算書について 受理

報告第６号 平成21年度安曇野市水道事業会計予算繰越計
算書について 受理

報告第７号 地方自治法第180条の規定による専決処分の
報告について(自動車事故に関すること） 受理

報告第８号 地方自治法第180条の規定による専決処分の
報告について（道路事故に関すること） 受理

報告第９号 地方自治法第180条の規定による専決処分の
報告について（道路事故に関すること） 受理

報告第10号 地方自治法第180条の規定による専決処分の
報告について（公園事故に関すること） 受理

報告第11号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野
市職員定数条例の一部を改正する条例） 承認

報告第12号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野
市税条例の一部を改正する条例） 承認

報告第13号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野
市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

報告第14号 専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市一般会計補正予算（専決第１号）） 承認

報告第15号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算

（専決第１号））
承認

報告第16号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（専決
第１号））

承認

報告第17号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予
算（専決第１号））

承認

報告第18号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（専決
第１号））

承認

報告第19号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（専
決第１号））

承認

報告第20号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正
予算（専決第１号））

承認

報告第21号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正
予算（専決第１号））

承認

報告第22号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正
予算（専決第１号））

承認

報告第23号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予
算（専決第１号））

承認

報告第24号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補
正予算（専決第１号））

承認

報告第25号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予
算（専決第１号））

承認

報告第26号
専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（専決第１号））

承認

議案第56号 安曇野市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例 原案可決

議案第57号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する
条例 原案可決

議案第58号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第59号 安曇野市地区計画の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

人事案件

○吉
よしざわ

澤　萬
ま ち こ

千子氏の人権擁護委員の推薦について、　
　適任とした。
　（任期　平成 22 年 10 月 1 日から 3年）

請願・陳情の討論（抜粋）

三郷北小倉に建つ産業廃棄物中間処理施設

（議案第68号）
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問　

市
の
中
心
は
、
人
口
比
重
か
ら
し
て
ソ

ニ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
ス
イ
ス
村
が
良
い
と

考
え
て
い
た
。
調
べ
る
と
、
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
り
建
設
が
難
し
く
、
市
長
は
5
つ
の

場
所
か
ら
、
中
心
に
近
い
近
代
美
術
館
周
辺

を
選
ん
だ
。
最
適
の
場
所
だ
と
思
う
。
選
定

理
由
と
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

市
長　

市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
推
進
し
て

き
た
。当
初
3
カ
所
は
農
振
地
域
内
で
断
念
。

5
カ
所
の
市
街
化
区
域
内
で
近
代
美
術
館
と

プ
ー
ル
の
跡
地
を
併
用
し
決
定
し
た
。
今
後

地
権
者
の
協
力
と
理
解
を
得
て
、
7
月
か
ら

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
に
配
慮
し
た
建

設
に
向
け
、
建
設
基
本
計
画
を
秋
以
降
に
、

来
年
度
中
に
実
施
設
計
、
24
年
度
中
に
工
事

発
注
、
27
年
度
の
早
い
時
期
に
竣
工
す
る
。

問　

建
設
に
あ
た
り
特
例
債
に
よ
る
償
還
を

20
年
で
は
な
く
、
負
の
遺
産
の
短
い
10
年
く

ら
い
で
償
還
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
駆
け
込

み
起
債
の
な
い
計
画
的
な
事
業
化
が
必
要
。

本
庁
舎
が
で
き
る
と
支
所
が
な
く
な
る
と

か
、
3
～
5
人
の
出
張
所
に
な
る
の
で
は
？

と
心
配
す
る
人
も
多
い
。
地
域
づ
く
り
は
支

所
の
役
割
。

総
務
部
長　

地
域
審
議
会
と
行
政
内
部
で
並

行
検
討
し
て
い
る
。

問　

明
科
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
総
合
計
画

で
公
共
交
通
対
策
お
よ
び
、
商
業
振
興
対
策

の
位
置
づ
け
を
し
、
鉄
道
利
用
の
促
進
、
観

光
産
業
の
発
展
の
た
め
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。
新
市
に
な
り
19
年

度
に
調
査
を
行
っ
た
。
20
年
11
月
に
第
１
回

目
の
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
3
月
に
2

回
目
の
委
員
会
を
開
い
た
だ
け
。
年
度
も
終

わ
り
委
員
の
任
期
も
切
れ
る
。
し
か
し
、
調

査
後
会
議
も
な
く
結
論
も
出
さ
ず
、
市
民
は

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
不
安
。

都
市
建
設
部
長　

土
地
区
画
整
理
事
業
は
自

己
負
担
が
伴
い
反
対
意
見
が
多
い
。
歩
道
設

置
事
業
か
ら
手
を
付
け
た
い
。

市
長　

大
月
議
員
が
中
心
に
な
り
地
域
意
見

を
集
約
し
て
ほ
し
い
。
国
県
に
働
き
か
け
た

い
。安
曇
野
市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
。

問　

安
曇
野
市
へ
の
集
客
に
は
全
国
レ
ベ
ル

の
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
と
育
成
、
近
隣
市
町
村

の
地
域
間
競
争
が
必
要
。
松
本
市
に
は
10
万

人
以
上
集
客
す
る
イ
ベン
ト
が
多
数
あ
る
。
安

曇
野
市
は
町
村
の
域
を
全
然
脱
し
て
い
な
い
。

商
工
観
光
部
長　

安
曇
野
市
の
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
全
国
レ
ベ
ル
に
し
た
い
。

本
庁
舎
の
建
設
計
画
と

総
合
支
所
の
あ
り
方

大　

月　

晃　

雄

（
新
生
会
）

問　

23
年
度
か
ら
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対

象
に
英
語
の
授
業
が
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
準
備
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

外
国
語
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
観
点
か
ら
、
昨
年
度
、

学
校
教
育
課
を
事
務
局
と
し
、小
学
校
教
諭
、

外
国
語
指
導
助
手
、
中
学
校
の
英
語
教
諭
に

よ
り
「
小
学
校
外
国
語
活
動
研
究
委
員
会
」

を
組
織
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
、
研
修
会

を
重
ね
、
市
独
自
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成

し
、
今
年
度
よ
り
全
小
学
校
で
実
施
し
て
い

る
。

問　

課
題
は
？

教
育
長　

英
語
の
専
門
で
な
い
担
任
の
先
生

と
、
英
語
の
専
門
の
先
生
が
連
携
し
て
、
い

か
に
授
業
を
進
め
る
か
で
あ
り
、
校
内
外
の

研
修
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
県
へ
英
語

科
教
員
の
配
置
も
要
望
し
た
い
。

問　

不
登
校
の
現
状
と
、
県
が
財
政
支
援
す

る
「
笑
顔
で
登
校
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

教
育
次
長　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
在
籍
率

は
高
く
、
小
学
校
で
は
21
年
度
44
人
で
、
県

内
19
市
で
最
も
高
く
、
中
学
校
は
21
年
度
79

人
と
、
改
善
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

「
笑
顔
で
登
校
支
援
事
業
」
は
、
不
登
校
対

策
と
し
て
教
育
委
員
会
が
自
ら
地
域
の
課
題

を
把
握
し
、
改
善
す
る
た
め
に
実
施
す
る
効

果
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
、
学

校
に
お
け
る
不
登
校
解
消
に
向
け
た
職
員
の

研
修
事
業
を
計
画
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
学
級
崩
壊
の
予
防
や
、
よ
り

良
い
学
級
集
団
づ
く
り
に
活
用
し
、
不
登
校

対
策
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
つ
い
て

23
年
度
か
ら
5
・
６
年
生
に
英
語
が

必
修
化
さ
れ
る
。
準
備
は
？

平　

林　

徳　

子

（
新
生
会
）

問　

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
資
格
証
明

書
を
発
行
し
な
い
英
断
を
下
す
考
え
は
。

市
長　

国
民
健
康
保
険
法
の
主
旨
に
の
っ
と

り
、
市
で
運
営
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

問　

法
44
条
、
77
条
の
減
免
、
減
額
措
置
を

履
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

市
民
環
境
部
長　

市
条
例
で
減
免
、
減
額
の

実
施
を
し
て
い
る
。
申
請
が
あ
れ
ば
法
44
条

の
趣
旨
に
そ
っ
て
適
切
に
運
用
す
る
。

問　

基
金
の
10
億
円
を
活
用
し
、
一
般
財
源

の
繰
り
入
れ
で
、
市
民
負
担
の
軽
減
は
で
き

な
い
か
。

市
長　

疾
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
で
医
療
費

の
抑
制
を
し
、
基
金
の
活
用
を
含
め
、
市
民

負
担
の
軽
減
を
は
か
り
た
い
。

問　

山
林
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
す
べ
り
・

崖
崩
れ
の
原
因
は
、
山
林
が
荒
れ
て
い
る
こ

と
に
因
る
も
の
。
県
・
市
産
材
の
活
用
、
市

内
業
者
の
育
成
、
植
林
・
育
林
、
間
伐
の
計

画
性
を
も
つ
こ
と
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

こ
の
4
年
間
で
１
０
８
０
㌶
の

間
伐
を
し
た
。
県
内
の
県
産
材
使
用
の
新
築

住
宅
の
32
㌫
、
間
伐
材
利
用
の
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
10
台
を
設
置
。
県
森
林
税
の
活
用
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
連
携
し
た
事
業
を

し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
カ
ラ
ス
の
被
害
は
農
作
物
の
食
害
、塒（
ね

ぐ
ら
）
周
辺
の
糞
の
撒
き
散
ら
し
が
あ

る
。
営
巣
時
期
（
3
～
6
月
）
の
巣
の
撃

退
、
テ
グ
ス
の
適
正
な
配
置
、
檻
に
よ
る

捕
獲
な
ど
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
を
提
案

し
た
。

健康診断で自分のからだを知ることは大切です

社
会
保
障
と
し
て
の

国
民
健
康
保
険
に

下
里　

喜
代
一

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）

男女共同参画フォーラム2010「地域で咲かそう笑顔の輪」

質疑 議案について提出者の趣旨説明があっ
たあとに行われるのが「質疑」です。

質疑＝疑義を質す、簡単に言えば質問することです
が、原則として「自己の意見を入れないこと」にな
っています。ようするに「私はこう考える」ではな
く、「コレコレこういう事実がありますが」と根拠
やデータを示して質問することになります。そうす
れば行政側もただ答えるだけでなく、問題点に気付
き、政策見直しのキッカケになります。そのような
的確な質疑は、一般質問に匹敵するほど重要な「発
言」の場となります。

討論「質疑」が終われば次は「討論」です。
ここで初めて「私はこう考える」と言

ってよいことになります。討論とは「議案に対する
賛成、反対の旨とその理由を述べて、他の議員を自
己の意見に賛同させることを目的とする発言」です。
討論は、１議案につき一人１回しかできませんが、
議案審議のなかで明確に自己の意見を主張できるの
は、この討論だけであり、議会での公式発言のなか
では一番重みのあるものです。

議会は言論の府・議員は言論で勝負する

議会における
「発言」とは

　議会における議員の発言には、質疑、討論、一般質問、その他議
事進行に関すること等があります。
　市議会だより第 17 号では「一般質問」を取り上げましたが、今回は

「質疑」と「討論」についてです。
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問　

三
郷
地
域
の
水
道
水
源
を
、
現
在
の
黒

沢
川
か
ら
の
取
水
を
廃
止
し
て
、
地
下
水
か

ら
水
源
を
求
め
る
た
め
の
総
事
業
費
約
20
億

円
の
事
業
で
あ
る
。
今
年
度
、
約
１
億
７
０

０
０
万
円
を
か
け
て
地
下
水
源
の
水
質
と
水

量
の
調
査
の
た
め
試
掘
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
当
初
の
計
画
で
は
、
現
在
の
黒

沢
の
水
源
地
近
く
へ
他
地
域
か
ら
給
水
す
る

の
は
、
工
事
や
維
持
管
理
に
費
用
が
掛
か
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。し
か
し
、水
源
の
候
補

地
が
標
高
の
高
い
所
か
ら
低
地
に
変
わ
っ

て
、
三
郷
温
地
区
の
農
免
道
路
の
す
ぐ
西
に

な
っ
た
。
そ
の
候
補
地
か
ら
標
高
差
約
20
数

㍍
、
距
離
約
３
㌖
の
と
こ
ろ
に
、
現
在
豊
科

真
々
部
の
第
3
水
源
地
が
あ
る
。
安
曇
野
市

全
体
で
考
え
る
と
、こ
れ
を
利
用
す
る
方
が

確
保
で
き
る
水
量
と
水
質
は
明
白
な
の
で
、

確
実
で
あ
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

上
下
水
道
部
長　

三
郷
地
域
の
水
源
確
保
を

地
下
水
に
求
め
る
方
針
で
進
め
て
い
る
。
三

郷
に
は
、新
た
に
一
日
５
２
０
０
㌧
必
要
で
、

豊
科
は
１
万
８
０
０
㌧
余
っ
て
い
る
。
候
補

地
の
変
更
で
、
当
初
の
予
定
よ
り
費
用
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
再
度
の
試
算
と
検
討
は
必

要
だ
が
、
質
や
量
の
確
認
と
、
災
害
時
等
の

給
水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
必
要
と
の

判
断
で
、
今
回
１
本
の
試
掘
を
行
う
。

問　

市
の
地
下
水
源
に
対
す
る
政
策
は
。

市
長　

地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
制
定

に
向
け
、
本
格
的
な
検
討
を
進
め
る
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
保
全
、
涵
養
お
よ
び
産
業
と
の

連
携
の
方
策
を
探
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
地
域
医
療
に
つ
い
て

地下水源の試掘工事現場（三郷温）

水
道
水
源
確
保
支
援
事
業
の
内
容
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

松　

尾　
　

宏
（
平
）

問　

子
宮
頸
が
ん
は
日
本
で
は
20
～
30
代
に

急
増
し
て
い
て
年
間
１
万
５
０
０
０
人
が
罹

患
し
、
３
５
０
０
人
も
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
定

期
的
な
検
診
と
い
う
、
二
重
の
構
え
で
ほ
ぼ

１
０
０
㌫
予
防
で
き
る
。
検
診
率
を
高
め
る

啓
発
活
動
が
大
切
だ
。
20
～
40
歳
の
節
目
の

方
以
外
に
も
知
ら
せ
て
い
く
た
め
に
、
チ
ラ

シ
を
つ
く
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・

医
療
機
関
・
社
協
な
ど
に
置
く
の
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

未
受
診
者
に
は
受
診
勧
奨

の
通
知
を
し
て
受
診
率
を
高
め
て
い
き
た

い
。
チ
ラ
シ
も
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
が
、

今
年
か
ら
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
、
が
ん
対

策
を
テ
ー
マ
と
し
て
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
広
く
知
識
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

問　

学
校
で
の
啓
発
活
動
だ
が
、
保
護
者
の

集
ま
り
な
ど
で
婦
人
科
の
医
師
、
あ
る
い
は

保
健
師
か
ら
子
宮
頸
が
ん
の
話
を
し
て
も
ら

う
こ
と
は
可
能
か
。
親
子
で
話
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
。
ま
た
、
性
教
育
に
つ
い
て
今
後

力
を
入
れ
て
い
く
内
容
が
あ
る
か
。

教
育
長　

啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
検
討
し
て
い
く
。
性
教
育
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
、
感
染
症
に
つ
い
て
触
れ
る
中

で
、
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、

引
き
続
き
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問　

性
行
動
が
は
じ
ま
る
前
に
接
種
す
る
こ

と
が
効
果
的
だ
。
し
か
し
、
半
年
間
に
3
回

の
接
種
で
4
～
6
万
円
く
ら
い
の
費
用
が
か

か
る
。
こ
の
が
ん
に
対
す
る
親
の
知
識
や
経

済
力
も
影
響
す
る
の
で
、
公
費
負
担
で
き
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

他
の
自
治
体
の
情
報
を
収

集
し
た
り
、
市
内
の
産
婦
人
科
医
と
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

女性のためのがん検診手帳

子
宮
頸
が
ん
予
防
お
よ
び

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て猪 狩　

久 

美 

子

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）

問　

大
企
業
に
よ
る
下
請
け
切
り
と
従
業
員

の
雇
用
を
守
る
こ
と
。
エ
プ
ソ
ン
の
下
請
け

切
り
で
1
社
は
企
業
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
、

3
社
で
約
２
０
０
人
の
従
業
員
と
家
族
は
、

仕
事
の
な
い
巷
に
放
り
出
さ
れ
る
。
下
請
け

中
小
企
業
振
興
法
を
守
り
、
中
小
企
業
と
従

業
員
を
守
り
地
域
経
済
を
守
る
地
域
ぐ
る
み

の
支
援
と
、
安
曇
野
市
の
中
小
企
業
振
興
条

例
の
制
定
を
。

市
長　

下
請
け
切
り
と
企
業
の
大
量
解
雇
は

由
々
し
き
事
態
で
、
生
活
に
大
き
な
影
を
落

と
す
。
親
会
社
に
は
、
企
業
の
存
続
と
雇
用

の
確
保
で
最
大
限
の
努
力
を
す
る
よ
う
に
要

請
し
て
い
く
。

問　

安
曇
野
市
は
、
安
曇
野
菜
園
ト
マ
ト
工

場
か
ら
手
を
引
く
べ
き
。
自
治
体
ビ
ジ
ネ
ス

は
行
わ
ず
、
安
曇
野
市
の
損
失
補
償
は
提
供

し
、
従
業
員
の
再
就
職
対
策
を
行
い
、
こ
の

事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

行
政
は
自
治
体
ビ
ジ
ネ
ス
、
商
売
に

は
手
を
出
さ
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
手
を

引
か
な
い
と
市
民
負
担
が
益
々
大
き
く
な

る
。
最
大
限
努
力
す
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
よ
り
も
、
市
民
の
暮
ら
し

優
先
の
要
望
が
渦
巻
い
て
い
る
。
９
４
７
億

円
の
借
金
の
上
に
、
今
年
単
年
度
で
47
億
円

の
借
金
の
上
乗
せ
。
さ
ら
に
そ
の
上
の
新
庁

舎
建
設
で
79
億
８
０
０
０
万
円
。
5
年
後
に

は
段
階
補
正
で
交
付
税
は
23
億
円
も
減
ら
さ

れ
る
。
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
建
て
替
え

な
ど
も
目
白
押
し
で
あ
る
。
後
年
度
の
負
担

は
膨
大
に
な
る
。
市
民
の
負
担
に
つ
い
て
、

明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

市
長　

起
債
残
高
は
減
ら
し
て
い
る
。
ま
た

中
期
計
画
の
な
か
で
見
直
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
市
の
「
平
和
都
市
宣
言
」
の
制
定

と
、
毎
年
の
記
念
行
事
に
つ
い
て

約
80
億
も
の
新
庁
舎
建
設
よ
り
も

暮
ら
し
や
雇
用
を
優
先
す
べ
き

松　

澤　

好　

哲

（
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
）市民による新庁舎建設候補地視察

問　

庁
舎
建
設
候
補
地
は
豊
科
近
代
美
術
館

周
辺
と
な
っ
た
。
こ
こ
は
旧
豊
科
町
の
文
化

ゾ
ー
ン
地
帯
。
景
観
計
画
の
中
で
、
建
築
物

高
さ
制
限
の
規
制
緩
和
が
さ
れ
る
よ
う
だ
。

5
階
建
て
の
声
を
聞
く
が
、
美
術
館
周
辺
と

し
て
は
好
ま
し
く
な
い
。
問
題
の
文
化
ゾ
ー

ン
を
損
な
わ
ず
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
構

想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

全
国
的
に
安
曇
野
の
文
化
を
発
進
す

る
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
周
辺
の
土
地
が
取
得
で

き
る
か
で
き
な
い
か
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
と

思
う
。
こ
れ
ら
の
見
通
し
を
立
て
た
上
で
、

十
分
に
周
辺
の
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の

を
、
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

問　

福
祉
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
前
議
会

後
の
検
討
経
過
と
、
穂
高
、
堀
金
、
三
郷
地

域
の
福
祉
バ
ス
が
共
に
更
新
の
時
期
に
あ

る
。こ
れ
か
ら
の
運
行
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

5
月
に
公
共
交
通
作
業
部

会
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
高
齢
者
介
護
課
・

各
支
所
福
祉
担
当
に
よ
る
検
討
会
議
で
詳
細

を
検
討
研
究
し
、
12
月
を
目
途
に
一
定
の
方

向
を
出
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
3
地
域

の
車
両
に
つ
い
て
は
、
今
す
ぐ
廃
車
の
考
え

は
な
い
。
車
両
の
管
理
に
は
十
分
な
配
慮
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ま
ち
づ
く
り
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
支
援
の
あ
り

方
と
充
実
に
つ
い
て
、
元
気
づ
く
り
支
援
金

の
創
設
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地

域
づ
く
り
補
助
金
事
業
」
も
来
年
度
で
5
年

目
に
な
る
。
元
気
づ
く
り
の
支
援
金
事
業
も

含
め
、
今
ま
で
の
検
証
を
行
う
中
で
考
え
て

い
き
た
い
。

庁舎建設候補地より眺める豊科近代美術館一帯

文
化
ゾ
ー
ン
地
帯
に

見
合
っ
た
庁
舎
建
設
を相 

田　

登 

美 

枝

（
無
所
属
）
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問　

観
光
が
安
曇
野
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。
観
光
事
業
戦
略

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

商
工
観
光
部
の
新
設
並
び
に
観
光
振

興
は
、
私
の
公
約
で
も
あ
り
、
田
園
産
業
都

市
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
の
柱
で
あ
る
。

観
光
協
会
等
の
強
化
や
人
の
も
て
な
し
の
心

を
高
め
、
観
光
と
産
業
を
む
す
び
つ
け
な
が

ら
、
こ
の
地
域
の
活
力
を
生
む
雇
用
の
確
保

も
図
っ
て
い
く
。

問　

多
様
化
す
る
観
光
客
を
滞
在
型
に
誘
導

す
る
た
め
の
、
目
的
別
・
エ
リ
ア
別
・
体
験

学
習
別
等
多
面
的
な
観
光
コ
ー
ス
設
定
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
ア
ク
セ
ス
等
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
コ
ー
ス
別
の
情
報
発
信
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在

し
て
い
る
た
め
、
周
遊
で
き
る
コ
ー
ス
プ
ラ

ン
提
供
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
滞
在
時
間

を
増
や
す
方
向
で
検
討
す
る
。

問　

信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
信
州
Ｄ
Ｃ
）
に
向
け
て
の
市
の
取
り

組
み
と
、
時
代
を
先
取
り
し
た
戦
略
は
。

商
工
観
光
部
長　

信
州
Ｄ
Ｃ
安
曇
野
推
進
委

員
会
を
立
上
げ
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
降
り
て
か
ら

の
周
遊
コ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
展
開
に
活
か
す
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
捉
え
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
情

報
発
信
を
高
め
る
中
で
戦
略
を
打
ち
出
す
。

問　

観
光
事
業
が
一
枚
岩
に
な
り
き
っ
て
い

な
い
が
。

商
工
観
光
部
長　

豊
か
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

活
か
し
、
価
値
観
を
共
有
し
、
観
光
関
連
団

体
だ
け
で
な
い
新
た
な
連
携
を
構
築
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
観
光
振
興
計
画
に
ま
と
め

な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
高
齢
者
社
会
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い

　

て
（
歩
道
、
公
園
管
理
、
相
談
件
数
外
）

時
代
を
先
取
り
し
た
観
光
戦
略
を

小 

松　

洋 

一 

郎

（
し
ん
風
会
）

問　

資
金
繰
り
行
き
詰
ま
っ
た
安
曇
野
菜
園

に
対
し
、
市
の
損
失
補
償
に
よ
る
３
０
０
０

万
円
の
借
入
を
、
市
長
は
許
す
つ
も
り
か
。

市
長　

菜
園
は
、
損
失
補
償
（
限
度
額
２
億

５
０
０
０
万
円
）
の
借
入
金
に
つ
い
て
、
期

限
内
に
返
済
で
き
る
見
込
み
が
な
い
。
し
か

し
、
こ
こ
で
倒
産
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
、
か

え
っ
て
市
民
の
財
政
負
担
が
増
大
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
３
０
０
０
万
円
の
借
入
は
や

む
を
得
な
い
と
判
断
し
承
諾
し
た
。

問　

菜
園
の
経
営
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
市

の
財
政
負
担
、
損
害
額
の
推
定
金
額
は
。

農
林
部
長　

５
月
28
日
現
在
の
数
字
で
あ
る

が
、
直
ち
に
事
業
を
断
念
（
倒
産
）
し
た
場

合
の
新
た
な
財
政
出
動
は
、
15
億
７
４
０
０

万
円
。
既
に
市
が
負
担
し
た
分
を
合
わ
せ
る

と
、
損
害
額
は
18
億
９
４
０
０
万
円
に
も
な

る
。
一
方
、
会
社
の
譲
渡
な
ど
も
考
え
、
事

業
を
継
続
で
き
る
見
通
し
が
立
っ
た
場
合

は
、
補
助
金
返
還
は
し
な
く
て
す
む
の
で
、

損
失
補
償
と
土
地
代
４
億
２
３
０
０
万
円

に
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
負
担
を
合
わ
せ
て
も

損
害
額
は
11
億
５
４
０
０
万
円
で
す
む
。

問　

第
三
セ
ク
タ
ー
安
曇
野
菜
園
の
事
業
展

開
に
お
け
る
行
政
責
任
と
、
今
後
の
事
業
再

生
に
向
け
て
の
政
治
的
判
断
は
。

市
長　

こ
の
事
業
の
目
的
は
理
解
で
き
る

が
、
当
初
か
ら
の
計
画
が
甘
過
ぎ
て
、
結
果

的
に
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
安
曇
野
菜
園
の
問

題
に
つ
い
て
、
市
民
に
し
っ
か
り
と
説
明
し

理
解
と
協
力
を
得
て
、
今
後
１
年
（
第
8
期

末
ま
で
）の
う
ち
に
解
決
の
方
向
付
け
を
し
、

責
任
を
果
た
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
が
有
す
る
滞
納
債
権
の
管
理
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

○
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
の
運
用
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て

カゴメトマトの品種生産で黒字転換なるか

三
セ
ク
安
曇
野
菜
園
経
営
不
振

行
政
責
任
ど
う
果
た
す
の
か

小　

林　

純　

子

（
無
所
属
）

問　

安
曇
野
市
発
足
に
向
け
て
の
合
併
協
議

会
で
、安
曇
野
菜
園
（
旧
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
）

は
「
新
市
に
引
き
継
ぐ
第
三
セ
ク
タ
ー
」
と

し
て
何
の
説
明
も
な
か
っ
た
し
、
議
論
・
チ

ェ
ッ
ク
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
正
式
に
認
知
さ
れ
ず
に
、
新
市
に
持
ち

込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

任
意
合
併
協
議
会
で
、
農
林
関
係
事

務
事
業
と
し
て
説
明
が
あ
り
、「
第
三
セ
ク

タ
ー
設
立
予
定
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

特
段
の
議
論
も
な
く
、
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
合
併
協
議
会
で
、
ト
マ
ト
事
業
を
含
む

経
営
構
造
対
策
事
業
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
て
も

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
働
い
て
い
れ
ば
、
事
業
の
良
し
悪

し
、
経
営
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

問　

今
後
の
対
処
方
針
は
、「
民
間
の
農
業

法
人
等
へ
の
経
営
移
譲
の
た
め
の
条
件
整
備

を
進
め
る
」
と
い
う
。
一
年
間
か
け
て
存
続

あ
り
き
の
判
断
で
は
な
く
、
抜
本
的
解
決
方

法
や
本
来
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
市
の
必

要
不
可
欠
な
支
援
の
継
続
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

市
長　

当
面
は
技
術
支
援
、
経
理
面
の
指
導

の
強
化
、
ま
た
内
部
の
体
質
改
善
で
あ
る
。

三
郷
地
域
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
し
た
「
安
曇

野
菜
園
再
建
対
策
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。

市
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
り
な

が
ら
、
財
政
面
で
の
支
援
を
し
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
た
、
新
た
な
経
営
を
引
き
継

ぐ
と
こ
ろ
を
探
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

目的達成はいつ？（当時建設中のトマト栽培施設） 信州 DC に向けて改築された豊科駅

安
曇
野
菜
園
へ
の

市
の
必
要
不
可
欠
な
支
援
と
は

丸　

山　

祐　

之
（
平
）

問　

日
本
人
の
3
大
死
因
の
一
つ
で
あ
り
、

要
介
護
に
な
る
最
大
の
原
因
と
さ
れ
る
脳
卒

中
で
あ
る
が
、
安
曇
野
市
と
し
て
は
大
変
高

い
数
字
に
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
展
で

患
者
数
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。
発
症
の
疑

い
の
あ
る
患
者
が
し
び
れ
な
ど
の
症
状
を
軽

視
し
、
病
院
に
向
か
う
の
が
遅
れ
れ
ば
救
え

る
は
ず
の
命
が
救
え
な
い
。
脳
卒
中
の
7
割

を
占
め
る
脳
梗
塞
は
、
発
症
後
3
時
間
以
内

の
脳
血
栓
溶
解
療
法
が
勝
負
と
い
わ
れ
て
お

り
、
早
期
治
療
を
施
せ
ば
患
者
の
約
４
割
に

ほ
ぼ
後
遺
症
が
残
ら
な
い
。
脳
卒
中
の
基
本

法
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
症
状
が
で
た

ら
一
刻
も
早
く
正
し
く
１
１
９
番
通
報
す
る

よ
う
、
症
状
を
イ
ラ
ス
ト
で
解
説
し
た
意
識

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
配
れ
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

安
曇
野
市
は
脳
梗
塞
に
よ

る
死
亡
率
は
全
国
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、

全
国
を
１
０
０
と
す
る
と
男
性
が
１
２
６
・

５
、
女
性
が
１
６
１
・
７
と
非
常
に
高
い
。

発
症
後
3
時
間
以
内
に
治
療
を
受
け
た
方
は

全
国
で
も
37
㌫
と
低
い
数
字
と
な
っ
て
い

る
。
発
症
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導
や

発
症
し
た
場
合
の
対
応
な
ど
、
死
亡
や
重
症

化
を
減
ら
す
た
め
の
教
育
や
啓
蒙
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト
で
誰
に
で
も
分

か
り
易
い
ポ
ス
タ
ー
か
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
全

戸
に
配
布
さ
れ
れ
ば
、
家
族
で
話
す
き
っ
か

け
に
も
な
り
意
識
の
啓
発
に
も
つ
な
が
る
。

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓
発
だ
け
で
な
く
、
チ
ラ

シ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
広
報
を
利
用
し
て
取
り
組

み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

○
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

東京都が作成したポスターおよびリーフレット

脳
卒
中
の
意
識
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

全
戸
に

藤　

原　

陽　

子

（
公
明
党
）
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問　
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
制
度
」
の
考
え

に
賛
意
を
示
す
と
同
時
に
、
重
要
性
を
強
く

感
じ
る
。
民
間
企
業
で
は
、
1
万
円
の
利
益

を
出
そ
う
と
す
る
と
、
経
営
者
、
働
く
者
と

も
に
大
変
な
努
力
を
要
す
る
。
そ
し
て
リ
ス

ト
ラ
の
名
の
も
と
に
働
く
者
か
ら
職
を
奪
う

こ
と
も
あ
る
。
安
曇
野
市
に
対
し
て
県
内
外

よ
り
安
曇
野
市
サ
ポ
ー
タ
ー
、
応
援
団
に
な

っ
て
寄
附
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
市
の
財
政

に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
安
曇
野

市
は
、
平
成
20
年
7
月
ス
タ
ー
ト
し
て
11
件

44
万
円
。
翌
年
平
成
21
年
度
は
、
6
割
減
の

4
件
17
万
２
０
０
０
円
。
寄
附
を
い
た
だ
い

た
実
績
か
ら
す
る
と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
、
知
名
度
の
高
い
安
曇
野
に
は
疑
問

を
感
じ
る
。
ま
た
、
安
曇
野
市
と
し
て
積
極

的
に
獲
得
（
お
願
い
）
し
て
い
く
の
か
、
今

ま
で
ど
お
り
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
の
を
待

っ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
安
曇
野
市
に
お
け

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
」
に
対
す
る
考
え

方
を
市
長
に
伺
う
。

市
長　

知
名
度
は
ど
こ
ま
で
高
い
か
は
と
も

か
く
、
あ
る
程
度
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
安
曇

野
の
特
色
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
。

安
曇
野
市
か
ら
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
各
地
域

で
活
躍
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
寄
附
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
安
曇
野

市
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

〔
提
案
〕

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に
対
し
て
長
野
県
で

初
め
て
の
お
返
し
を
し
た
飯
山
市
に
は
、
1

億
１
０
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。
広
島

県
安
芸
高
田
市
の
「
市
長
に
お
任
せ
事
業
」

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
の
島
根
県
境
港
市
を
例

に
挙
げ
、
お
返
し
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
効
果

を
紹
介
し
、
安
曇
野
市
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
」
に
対
す
る
お
礼
の
品
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
提
案
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
市
立
保
育
園
関
係
に
つ
い
て

安
曇
野
市「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」

募
集
チ
ラ
シ

安
曇
野
市
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
」
に
対
す
る
考
え
方
は

内　

川　

集　

雄
（
平
）

問　

今
後
の
農
業
の
あ
り
か
た
の
研
究
を
し

に
先
日
飯
田
市
へ
視
察
に
行
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
は
「
南
信
州
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
飯

田
」
と
い
っ
て
農
業
や
農
村
に
関
心
を
持
つ

都
会
の
方
と
、
繁
忙
期
の
手
助
け
や
後
継
者

の
ほ
し
い
農
家
と
を
繋
ぐ
手
助
け
を
、
少
し

の
予
算
で
行
政
と
Ｊ
Ａ
が
行
い
、
後
継
者
不

足
の
解
消
や
農
業
以
外
に
も
観
光
や
地
元
特

産
品
が
売
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、
商
業
活
性

に
も
つ
な
が
っ
た
成
功
事
例
を
見
聞
き
し
て

き
た
。
当
市
も
安
曇
野
経
営
者
の
会
の
中
に

ウ
ー
フ
ジ
ャ
パ
ン
に
登
録
し
、
外
国
の
方
を

受
け
入
れ
有
機
農
業
を
中
心
に
頑
張
っ
て
い

る
方
が
い
る
。
新
た
な
農
業
振
興
施
策
や
考

え
は
あ
る
の
か
。

農
林
部
長　

現
在
当
市
で
は
三
郷
地
域
の
リ

ン
ゴ
農
家
の
皆
さ
ん
の
労
働
力
支
援
の
た

め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て

い
る
。
今
後
の
農
業
施
策
は
、
本
年
度
よ
り

新
規
就
農
者
育
成
事
業
と
し
て
新
た
に
就
農

さ
れ
た
方
、
も
し
く
は
就
農
に
向
け
た
研
修

を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、
市
か
ら
4
万

円
、
Ｊ
Ａ
か
ら
１
万
円
を
三
年
間
に
わ
た
っ

て
月
々
助
成
す
る
制
度
を
始
め
る
。
ま
た
、

後
継
者
育
成
と
地
域
営
農
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

た
め
に
、
松
本
地
域
営
農
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾

に
１
名
入
塾
し
て
い
る
。
農
業
後
継
者
・
新

規
就
農
者
の
皆
さ
ん
は
、
市
の
こ
れ
か
ら
の

農
業
を
け
ん
引
し
て
い
く
団
体
で
あ
っ
た

り
、個
人
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
、市
と
し

て
も
今
後
も
継
続
し
た
支
援
を
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
公
民
館
補
助
金
と
区
費
に
つ
い
て

○
全
市
共
通
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

○
河
川
や
堰
の
管
理
に
つ
い
て

農業後継者不足が原因か？遊休荒廃農地

農
業
後
継
者
育
成
と
新
規
就
農

希
望
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

小　

松　

芳　

樹

（
公
明
党
）

問　

6
月
2
日
か
ら
第
6
回
土
地
利
用
説
明

会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
問
題
点
が
多
い
。
そ

の
一
つ
、
基
本
区
域
を
人
口
密
度
で
割
り
出

し
た
た
め
、
宅
地
と
し
て
優
良
な
所
が
田
園

環
境
区
域
と
し
て
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
学

校
等
公
共
施
設
を
基
本
と
し
た
考
え
方
も
取

り
入
れ
て
欲
し
い
。
二
つ
目
は
企
業
誘
致
を

す
る
場
合
、
ど
こ
に
す
る
の
か
全
く
示
さ
れ

て
い
な
い
。
集
積
エ
リ
ア
を
色
分
け
す
べ
き

だ
。

都
市
建
設
部
長　

基
本
区
域
に
つ
い
て
は
、

全
市
一
律
基
準
の
考
え
方
か
ら
難
し
い
。

市
長　

工
場
集
積
ゾ
ー
ン
の
色
分
け
は
、
私

も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
当
面
は
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
入
れ
て
お
か
ざ

る
を
え
な
い
。

問　

６
０
０
億
近
い
上
下
水
道
の
借
金
を
考

え
た
時
、
ま
た
安
価
で
若
者
に
土
地
を
提
供

す
る
こ
と
を
考
え
た
時
、
上
下
水
道
布
設
済

み
道
路
と
基
本
集
落
に
一
辺
接
続
、
ま
た
、

区
画
は
、
２
０
０
平
方
㍍
以
上
に
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

三
辺
接
続
の
要
件
に
つ
い

て
は
、
既
存
集
落
に
集
約
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
中
で
検
討
さ
れ
た
。
Ｃ
区
域
3

問　

市
の
現
在
の
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
部
長　

現
在
、
実
質
公
債
費
比
率

に
つ
い
て
は
、
健
全
化
基
準
25
㌫
以
内
の
15

㌫
で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、

健
全
化
基
準
の
３
５
０
に
対
し
、
63
・
7
㌫

で
あ
る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
有
利
な
制
度
を

適
用
し
負
担
が
少
な
い
財
政
運
営
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

本
庁
舎
建
設
完
了
を
平
成
27
年
ま
で
と

し
て
い
る
が
、
合
併
特
例
債
の
有
効
活
用
、

残
さ
れ
た
5
年
間
に
償
還
金
平
準
化
を
考
慮

し
、
今
後
も
大
切
な
支
所
、
穂
高
、
三
郷
支

所
の
耐
震
化
工
事
と
明
科
支
所
の
建
設
見
通

し
は
。

総
務
部
長　

現
在
、
地
域
審
議
会
に
お
い
て

総
合
支
所
の
あ
り
方
の
検
討
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
提
言
を
受
け
な
が
ら
、
合
併
特
例
債

活
用
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
、
計
画
的
に
整

備
を
進
め
た
い
。

問　

穂
高
総
合
体
育
館
の
活
用
拡
大
と
安
全

化
の
耐
震
、
照
明
、
空
調
工
事
も
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

教
育
次
長　

穂
高
体
育
館
は
体
育
館
と
公
民

館
機
能
を
有
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
、
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
拠

０
０
平
方
㍍
以
上
と
い
う
の
は
安
曇
野
に
合

っ
た
住
宅
と
い
う
こ
と
で
必
要
だ
。

問　

Ｃ
区
域
の
三
辺
接
続
3
０
０
平
方
㍍
以

上
と
い
う
規
制
は
開
発
が
ほ
と
ん
ど
無
理
だ

と
思
う
。多
く
の
若
者
に
住
ん
で
も
ら
っ
て
、

財
政
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
今
の
条
例
素

案
で
9
月
議
会
に
上
程
さ
れ
て
も
と
て
も
承

認
で
き
な
い
の
で
検
討
し
て
欲
し
い
。

市
長　

9
月
と
い
う
の
は
一
つ
の
目
標
で
今

後
市
民
や
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
慎
重
に
対

処
し
た
い
。

点
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
施
設
に
指
定
し
て
お

り
、
安
全
、
利
便
性
の
確
保
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
22
年
度
耐
震
診
断
、
23
年
度
実
施

設
計
、
24
年
度
か
ら
大
規
模
改
修
を
計
画
し

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
三
郷
の
一
部
畜
産
業
者
に
よ
る
臭
気
公
害

対
策
と
三
郷
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ

い
て

明南小学校周辺の農地

大規模改修予定の穂高総合体育館

安
曇
野
市
が
豊
か
に
な
る
適
正
な

土
地
利
用
の
条
例
策
定
を

合
併
特
例
債
の
有
効
活
用

実
施
計
画
を
問
う

宮　

下　

明　

博

（
信
進
ク
ラ
ブ
）

小　

林　

紀　

之

（
信
進
ク
ラ
ブ
）
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問　

平
成
の
大
合
併
、
ま
た
、
国
政
の
政
変

と
大
変
な
時
を
迎
え
て
い
る
が
、
執
行
遅
れ

は
よ
り
行
政
執
行
を
困
難
に
し
て
い
る
。（
本

庁
舎
建
設
用
地
選
定
等
は
そ
の
例
で
あ
る
）

執
行
遅
れ
は
国
の
交
付
金
の
減
額
方
向
に
遭

遇
す
る
し
、
ま
た
、
新
市
づ
く
り
に
と
合
併

協
議
会
で
確
認
し
た
合
併
特
例
債
３
５
０
億

円
の
有
利
な
起
債
活
用
は
、
10
年
の
期
限
付

き
に
関
係
す
る
。
特
例
債
活
用
は
4
年
間
で

約
25
㌫
執
行
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
取
り

組
む
必
要
は
な
い
か
。
ま
た
豊
科
近
代
美
術

館
施
設
改
善
事
業
は
、
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

と
同
時
施
行
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

遅
れ
遅
れ
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

美
術
館
と
し
て
の
機
能
の
あ
り
方
、

施
設
設
備
の
規
模
や
配
置
、
構
造
等
に
つ
い

て
、
安
曇
野
市
の
文
化
振
興
計
画
の
中
で
検

討
中
で
あ
る
。
文
化
振
興
計
画
が
23
年
度
に

で
き
る
の
で
、
１
年
先
送
り
し
て
24
年
度
計

画
と
し
た
。
そ
の
後
、
市
本
庁
舎
建
設
候
補

地
と
し
て
こ
の
場
所
を
選
定
し
た
の
で
、
美

術
館
の
増
改
修
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
の
配

置
と
の
関
係
も
あ
り
、
計
画
を
見
直
す
必
要

が
生
じ
て
き
た
。
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

都
市
公
園
整
備
事
業
（
南
部
総
合
公
園

体
育
館
）
は
合
併
協
議
時
平
成
19
年
建
設
と

唯
一
皆
で
認
め
た
箱
物
で
あ
る
。
21
年
度
予

算
計
上
さ
れ
た
体
育
館
建
設
検
討
委
員
会
の

不
開
会
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定
の
遅
れ

は
な
ぜ
か
。

都
市
建
設
部
長　

教
育
委
員
会
で
の
検
討
状

況
を
ふ
ま
え
見
送
っ
た
。

教
育
次
長　

振
興
計
画
は
、
22
年
度
中
に
は

策
定
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
も

市
全
体
の
施
設
と
し
て
課
題
を
整
理
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
菜
園
事
業
再
生
3
ヵ
年
計
画
と
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
安
曇
野
市
の
民
度
を
高
め
る
生
涯
学
習
の

充
実
の
た
め
、
社
会
教
育
課
を
生
涯
学
習

課
へ
と
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

平成19年度建設を皆が認めていた、
体育館建設用地

堀金総合支所の広い敷地は有効活用できるのでは

行
政
の
継
続
性
と
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な

行
政
執
行
に
つ
い
て

山　

田　

高　

久

（
新
生
会
）

問　

既
存
庁
舎
を
活
用
し
て
必
要
最
小
限
の

規
模
と
い
う
公
約
を
守
ら
な
か
っ
た
と
言
う

事
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
。

市
長　

堀
金
総
合
支
所
の
活
用
に
つ
い
て
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向
、
堀
金
地
域
審
議
会

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
尊
重
し
、
本
庁
舎
機
能

の
一
部
を
移
す
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
と
判

断
を
す
る
。

問　

国
の
財
政
赤
字
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
し
て
非

常
に
多
い
な
か
で
、
財
政
赤
字
を
無
く
し
て

い
く
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
80
億
円
の
合

併
特
例
債
を
使
っ
た
場
合
、
は
た
し
て
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
来
る
か
不
安
や
疑
問
は
な

い
か
。

市
長　

今
の
法
律
に
の
っ
と
っ
て
判
断
し
、

時
の
政
府
の
方
針
を
信
ず
る
以
外
に
な
い
と

思
う
。

問　

堀
金
総
合
支
所
を
活
用
し
て
増
築
す
る

場
合
、
80
億
円
の
半
額
以
下
で
済
む
と
い
う

試
算
が
あ
る
。
こ
の
方
向
に
転
換
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

そ
の
方
向
は
市
民
、
議
員
か
ら
理
解

が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

問　

公
約
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と

と
約
80
億
円
か
け
て
庁
舎
を
作
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
住
民
投
票
を
や

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
最
大
限

の
市
の
施
設
財
産
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

つ
も
り
な
の
で
、
住
民
投
票
で
問
う
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
五
周
年
記
念
の
文
化
事
業
と
し
て
、
安
曇

野
大
図
鑑
（
安
曇
野
の
千
虫
図
、
安
曇
野

の
花
三
百
図
、
万
葉
の
花
植
物
図
）
作
成

に
つ
い
て

本
庁
舎
建
設
費
80
億
円
の
可
否
を
問

う
住
民
投
票
を
す
べ
き
で
は

荻　

原　

勝　

昭

（
無
所
属
）

　これからの安曇野市議会としてのあり方を、考えていくことになりました。まずは、
議会議員定数と政務調査費から検討していくということで、希望議員による任意
の会である議会改革検討委員会を設置しました。
　安曇野市議会としてどうあるべきかを、市民の皆さんとの対話の機会も設けて
進めていきたいと考えています。

曇野市議会改革検討委員会を設置安

議会改革検討委員会の経過報告
１　平成 21年 5月 19 日：議会運営委員会

平成 20 年 12 月 5 日、議長に対し当時の会派「安
政会」より、①議員定数　②政務調査費の検討要
請があった。任意の会として「安曇野市議会改革
検討委員会」を設置して検討する事になった。

２　平成 21年 8月 31 日：会派代表者会議
「安曇野市議会改革検討委員会」設置要綱が決定さ
れ、平成 21 年 8 月 31 日施行された。
なお、今期（1期目）の委員は会派代表者会議の
出席者（各会派代表者、無所属議員、正副議長）
で構成し、委員長：高山喬樹、副委員長：下里喜
代一とした。任期は平成 21 年 8 月 31 日～平成 21
年 10 月 22 日までとした。

３　平成 21年 10 月 14 日：
21 年第 1回安曇野市議会改革検討委員会
「安曇野市議会改革検討委員会」設置要綱の確認。
第 2期目市議会議員への申し送りをした。

---- 議会改選 ----
４　平成 21年 12 月 14 日：会派代表者会議

12 月 21 日までに参加希望の議員は申し出をする
事を決め、平成 21 年 12 月 21 日現在で委員の希望
者決定。18 人（正副議長を除く）となった。

５　平成 21 年 12 月 22 日付で議長から議会運営委員
会の委員長宛に諮問書が出され、安曇野市議会改
革検討委員会で検討する事になった。
　諮問事項
　　（１）議会議員定数について
　　（２）政務調査費について

　　　　（３）議会基本条例について
６　平成 21年 12 月 22 日

21 年第 2 回議会改革検討委員会で正副委員長を決
定した。
「安曇野市議会改革検討委員会」設置要綱の一部（検
討委員会の構成など）を改正した。

７　平成 22年 2月 15 日：
22 年第１回議会改革検討委員会
参加委員の追加希望があり、認めることとした。
25 名（正副議長を除く）となった。

８　平成 22年 3月 8日：
22 年第 2回議会改革検討委員会
委員会構成メンバーの確認、および検討テーマの
確認。進め方については、それぞれ分科会をつく
り検討する事にした。

９　平成 22年 5月 7日：
22 年第 3回議会改革検討委員会
長野県全市と全国類似市の資料の配布
検討テーマを要綱の第２条により
　　（１）議会議員定数
　　（２）政務調査費
　　とし、23 年 8 月ごろまでに結論を出すよう、
分科会で検討することにした。

10　平成 22 年 6月 22 日：会派代表者会議
分科会のメンバーを決定した。別表参照

11　平成 22 年 7月 12 日：
22 年第 4回議会改革検討委員会
「安曇野市議会改革検討委員会分科会設置要項」を
策定し、施行開始。次に掲げる事項について調査、
研究および協議することとした。
　　（１）議会議員定数 28 人の妥当性について
　　（２）政務調査費 90,000 円の妥当性について
それぞれの分科会を開催し、正副委員長の互選を
し、スケジュールおよび、課題の検討をスタート
した。

○議員定数分科会 ○政務調査費分科会
委員長 大月　晃雄 委員長 山田　高久
副委員長 下里　喜代一 副委員長 小林　純子
委員 小松　洋一郎 委員 荻原　勝昭
委員 小松　芳樹 委員 猪狩　久美子
委員 青嶋　智隆 委員 畠山　倉光
委員 相田　登美枝 委員 藤原　陽子
委員 小林　紀之 委員 高橋　淨
委員 松澤　好哲 委員 召田　義人
委員 松尾　宏 委員 内川　集雄
委員 松森　幸一 委員 平林　徳子
委員 高山　一栄 委員 宮下　明博
委員 浜　　昭次
委員 黒岩　宏成
委員 吉田　満男

◎議会改革検討委員会
委員長 松尾　宏 副委員長 高橋　淨

議会改革検討委員会の組織構成

議会改革検討委員会
設置にあたって
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会派

科目
平 しん風会 公明党 新生会 信進

クラブ

日　本
共産党
安曇野    
市議団

無所属
山地重雄

無所属
小林純子

無所属
相田登美枝

無所属
荻原勝昭

無所属
吉田満男 合　計

所属議員数 4 4 3 3 6 3 1 1 1 1 1 28

交付額 150,000 150,000 112,500 112,500 225,000 112,500 37,500 37,500 37,500 37,500 37,500 1,050,000

研究研修費 40,320 98,000 65,365 12,740 5,000 16,715 238,140

調査旅費 21,440 14,500 225,000 260,940

資料作成費 0

資料購入費 16,275 47,135 36,385 13,378 7,425 32,500 20,785 173,883

広報費 150,000 33,900 17,335 37,500 238,735

公聴費 0

事務費 19,723 520 14,067 34,310

その他の経費 0

合　計 150,000 97,758 112,500 112,500 225,000 70,805 27,445 37,500 37,500 37,500 37,500 946,008

残　額 0 52,242 0 0 0 41,695 10,055 0 0 0 0 103,992

返還額（戻入） 0 52,242 0 0 0 41,695 10,055 0 0 0 0 103,992

平成21年度  政務調査費収支報告書
改選後の平成21年度政務調査費は、11月から22年3月までの5か月間の交付となり、各会派の交付額・支出額・
残額は、下表のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　１人 37,500 円　（7,500 円× 5か月＝ 37,500 円）

交付対象
・安曇野市議会における会派（所属議員が 1 人の場合

を含む）に対して交付する
・会派に所属しない議員は、所属議員が 1 人である会

派を結成しているものとみなす

交付額等
・会派の所属議員 1 人当たり年額 9 万円を、毎年度 4

月 25 日に交付する

収支報告書の提出
・前年度の交付に係る政務調査費について、収支報告

書に領収書を添えて、毎年 4月30日までに提出する

近
年
、地
方
分
権
一
括
法
が

施
行
さ
れ
て
以
来
、

地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
権
、
自
己

責
任
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
地
方
議
会

が
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
は
、住
民
の
負
託
に
応
え
、

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
審

議
が
複
雑
化
、
高
度
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
審
議
の
一
層
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
活
動
を
さ
ら
に

積
極
的
、
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
は
、
そ
の
審
議
能
力
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

地
方
議
員
の
調
査
活
動
基
盤
の
充
実
を

図
る
観
点
か
ら
、
議
会
に
お
け
る
会
派

等
に
対
す
る
調
査
研
究
費
等
の
助
成
を

制
度
化
さ
れ
た
も
の
が
政
務
調
査
費
で

あ
り
、
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
そ
の
使
途

の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
議
員
が
調

査
研
究
活
動
を

実
施
す
る
う
え
で
、
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
の
、
長
の
判
断
に
よ
り
、
政

務
調
査
費
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

反
面
「
政
務
調
査
費
が
必
要
な
の
か
」

「
本
当
に
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
住
民
感
情
が
あ
る
こ
と
も
、

事
実
で
す
。

　

安
曇
野
市
議
会
議
員
の
政
務
調
査
費

に
つ
い
て
は
、
安
曇
野
市
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
お
い
て
、「
政
務
調
査
費

に
つ
い
て
は
、
使
途
基
準
お
よ
び
支
出

内
容
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
使
途
に
つ
い
て
充
分
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
議
会
活

動
に
期
待
す
る
も
の
と
す
る
。」
付
帯

意
見
を
付
し
、
そ
の
額
が
答
申
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
会
派

が
調
査
研
究
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
政
務
調
査
費
の
使
途
の
明
確
さ
と

透
明
性
を
よ
り
一
層
高
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
使
途
基

準
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
曇
野
市
議
会
は

「
安
曇
野
市
議
会
政
務
調
査
費
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
し
、こ
れ
に
よ
り
議

員（
会
派
）自
ら
が
そ
の
使
途
の
透
明
性

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
報
告
さ
れ
た

な
か
に
は
、
資
料
購
入
費
で
、
こ
の
使

途
基
準
に
あ
わ
な
い
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
、
政
務
調
査
費
の
よ
り
厳
格
な
取

り
扱
い
に
留
意
し
て
い
き
ま
す
。

安
曇
野
市
議
会
に
お
け

る
会
派
が
、
活

発
な
調
査
研
究
活
動
を
実
施
し
、
市
の

発
展
と
市
民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、
務
め
て
い
き
ま
す
。

政
務

調
査
費
と
は

Q



常任委員会報告

1819
安曇野市議会だより　第 19 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 8. 4AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2010. 8. 4安曇野市議会だより　第 19 号

請願第 8 号 「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める請願書（賛成多数で継続審査）

審査内容
（審査を継続したいとする意見）
　個人的には、第 56 条は廃止という見解である。しかし、内容について、請願者に確認したい点が幾つか
あるので、継続審査としたい。

陳情第 3 号 陳情書（国土交通省告示第 15 号による新業務報酬基準の遵守について）（反対多数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
　この陳情には大きく 4 つの要望があるが、同じ内容で、県下市町村に要望していると思われる。
　安曇野市の状況を踏まえたうえでの要望かというと、少し違うという印象を受けた。
　既に実施している点も含まれていて、4 つの要望が微妙な関係にあり、できれば、安曇野市に対して改善
して欲しい内容や要望に絞って、再度提出して欲しい。
　本件は継続すると宙吊りになるので、不採択とし、再度の提出を願う。

陳情第 4 号 大企業による下請企業に対する発注停止に関する陳情書（願意妥当とする意見多数で採択）

審査内容

　６月 11 日に環境経済委員会において継続審査と決定したが、今回の陳情内容の緊急性に鑑み、急遽６月
18 日に再度委員会を開催し審査を行った。
（採択に反対の意見）
　現在の経済状況は分かるが、内容が個別の企業に対してであり、この会社に対する下請企業名がすべて載っ
ていないこと、個別企業への陳情を一つ一つ受け付けて行くことについては、今後の陳情書の取り扱いを考
慮し慎重に対応すべきと思う。
（採択に賛成の意見）
　今回の大企業からの下請企業に対する仕事の引き揚げということについては、意見すべきと思う。雇用と
地域経済を守るとして大企業に対して要請すべきと思う。

請願第 2 号 地下水（伏流水も含む）の汚染防止と適正利用に関する条例制定を求める請願書
（願意妥当とする意見多数で採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
　汚染防止については国の法律に上乗せ、横出しとなる条例等が県などにおいて整備されている状況と、市
では地下水条例の制定に向けて今年度より既に策定が進められているため、新たな条例の制定の必要はなく
反対である。
（採択に賛成の意見）
　地下水の汚染防止、地下水の汲み上げに関しても、市独自の条例の制定は必要として願意に賛成する。

請願第 10 号 「㈱あずさ環境保全」の産業廃棄物中間処理施設の稼動に反対し、その許可申請を不許可処分にす
るよう、安曇野市議会として県に要請することを求める請願書（願意妥当とする意見多数で採択）

審査内容

　本件は、審査に当たり紹介議員である小松洋一郎議員から、願意について説明を受けた。
（説明に対する意見）
　本施設の建設当時の北小倉区民の意見などの状況や施設に対する環境関係法令について更に調査する必要
があると思う。
　本施設が稼動することによる環境への被害や健康への被害など、市民の不安感の高まりを感じ、早急な判
断が必要であると思う。
（採択に賛成の意見）
　市民の健康への被害、農産物への影響、業者への不信、心配する市民の声などにより、請願の願意を汲み
賛成である。

議案第 56 号 安曇野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）議案第 58 号 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 57 号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 62 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第１号）（環境経済委員会所管事項）（全員賛成で可決）

議案第 64 号 安曇野市外１市山林組合規約の変更について（全員賛成で可決）

請願第 3 号 農業農村整備事業の推進について（全員妥当と認め採択）

議案第 62 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第１号）（総務委員会所管事項）（全員賛成で可決）議案第 61 号 安曇野市学校給食センター条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 63 号 平成 22 年度 安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）（全員賛成で可決）

議案第 66 号 土地の取得について（全員賛成で可決）

請願第 6 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持」を求める意見書提出に関する請願書（全員妥当と認め採択）

請願第 9 号 機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める請願書（全員妥当と認め採択）

議案第 60 号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 62 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第１号）（建設水道委員会所管事項）（全員賛成で可決）

議案第 65 号 市道の認定について（全員賛成で可決）

議案第 59 号 安曇野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例
（全員賛成で可決）

議案第 62 号 平成 22 年度 安曇野市一般会計補正予算（第１号）（福祉教育委員会所管事項）（全員賛成で可決）

審査内容

（執行に当たっての要望）
　不登校対応・不登校支援のために多くの人が関わっており、今回、不登校支援コーディネーター関係の補
正予算が計上された。
　コーディネーターが配置されたことにより、いろいろな面で調整がなされ、不登校の未然防止や不登校状
態の改善が進むなど、これからの不登校支援におけるコーディネーターの活躍に期待したい。

請願第 5 号 ３０人学級の早期実現、教職員定数増を求める意見書提出に関する請願書（賛成多数で継続審査）

審査内容
（審査を継続したいとする意見）
　平成19年から毎年、請願が提出され採択してきた経過がある。採択した事による今までの成果の把握、また、
学校現場の現状を請願者から直接聞いたうえで審査したいので、継続審査としたい。

請願第 7 号 「予防ワクチン接種」に公費助成を求める請願（全員妥当と認め採択）

審査内容

（採択に賛成の意見）
　ワクチンで予防できる病気があるにもかかわらず、日本は世界から「ワクチン後進国」といわれている。
　ワクチン接種で病気が防げるものであれば、最初から防ぐことが大切である。
　ワクチン接種をし、日々健康な体を維持するように努めることにより、医療費が減ることにもなる。
　医療費負担を軽減するより、ワクチン接種の公費助成、さらには公費負担へとシステムの転換をしていけ
ば健康な人が増えることになる。
　多くの人から要望があることも踏まえ慎重に審査し、全員賛成で採択とした。

請願第 4 号 長野県独自の３０人規模学級の中学校全学年への早期拡大と県独自に教職員配置増を求める意見
書提出に関する請願書（賛否同数となり委員長が裁決し継続審査）

審査内容

（審査を継続したいとする意見）
　平成19年から毎年、請願が提出され採択してきた経過がある。採択した事による今までの成果の把握、また、
学校現場の現状を請願者から直接聞いたうえで審査したいので、継続審査としたい。

総務委員会審査報告

環境経済委員会審査報告

福祉教育委員会審査報告

建設水道委員会審査報告



三
郷
小
倉
に
作
ら
れ
た
産

業
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
の
許
可
申
請
を
不
許
可

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
旨
の
請
願

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は

傍
聴
席
に
入
り
き
ら
な
い
住
民
も

議
場
外
の
モ
ニ
タ
ー
を
注
視
し
、そ

の
数
50
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

幸
い
私
は
中
に
入
る
こ
と

が
で
き
、議
員

の
皆
さ
ん
の
活
発
な
意
見
交
換
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
一
般
的
に
は
、
身
近

に
余
程
の
問
題
が
な
い
限
り
、
議

会
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
政
治
へ
の
無
関
心
と
い
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
生
涯

議
会
の
傍
聴
を
す
る
こ
と
が
な
い

人
の
方
が
圧
倒
的
多
数
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
に
数
十
名
を
超
え

る
住
民
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
自

体
、
そ
の
問
題
の
大
き
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
傍
聴
す
る
に
は
、

議
場
に
入
る
前
に
名
前
と
住
所
を

書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何

の
目
的
で
書
く
の
か
、
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
故
書
か

な
く
て
も
自
由
に
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
。

一
方
、
同
じ
6
月
議
会
に
傍

聴
に
行
っ
た
近
所
の
女

性
は
、
既
に
中
に
入
れ
る
人
数
を

超
え
て
い
た
の
で
、
事
務
局
の
人

に
「
外
の
人
は
記
入
し
な
く
て
い

い
で
す
か
ら
」
と
言
わ
れ
、「
折

角
時
間
を
作
っ
て
聞
き
に
来
た
の

に
、
中
に
入
れ
な
い
ば
か
り
か
、

名
前
も
書
か
な
い
で
い
い
と
言
わ

れ
た
」
と
憤
慨
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
立
っ
て
見
た
か
ら
と
い

っ
て
議
事
に
差
し
支
え
る
こ
と
も

無
か
ろ
う
に
と
も
思
い
ま
す
し
、

名
前
を
書
く
な
ら
、
傍
聴
に
来
た

人
全
員
に
書
い
て
貰
う
よ
う
に
す

る
べ
き
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
辺
り
は
も
っ
と
柔
軟
に
対
応

で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

安曇野市議会だより

６
月
議
会
を
傍
聴
し
て

津村　孝夫さん

（三郷小倉）

編集後記
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http://www.city.azumino.nagano.jp/gikai/index.html
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〒 399-8211　長野県安曇野市堀金烏川 2750-1   安曇野市堀金総合支所内　　　 　　   TEL 0263-71-2156   FAX 0263-71-2150

平成 22 年 8 月 4 日発行

◆こんな新聞記事が目に留まった。「長寿と子宝
の島に突如降ってわいた基地移設問題。徳之島の
住民がすぐに絶対反対と立ち上がれたのは、琉球
の支配を受け、次は薩摩、戦後はアメリカの支配
にと置かれた、哀しい歴史がある。1951年 7
月の本土復帰の集会には、児童も含め２万人が終
結。集団断食をし、島民の99%が署名をし、1953
年 12月に復帰となった。」要約するとこんな内

容だった。女には本能的に守らなければならないものがある。「私たちの島に指一本触れさせない」
という言葉には、並々ならぬ決意が込められている。私たち議員も常に誰の立場に立つのか、守る
べきものは何かを自身に問い続け、活動しなければならないと思った。	 猪狩久美子
◆世の中、目まぐるしくじっとしていない。政権交代に湧いた数カ月前。前党首の失速、菅直人
首相誕生へ。支持率Ⅴ字型アップ！の期待もつかの間、基地問題はそのまま、その上、消費税
10％ ?! と。参議院選挙の結果は、ご存じのとおり。「言葉と責任」選挙民の目は厳しく正直だ。
庁舎建設候補地が発表された。しかし、本格的な論議はこれから。議会は言論の府。賛否を含め
いろんな考えがあっていい。議論をつくして、民意の反映に務めたい。	 相田登美枝

議会広報特別委員会 　　　　
　　委 員 長　小林　純子
　　副委員長　内川　集雄
　　委　　員　相田登美枝　猪狩久美子
　　　　　　　荻原　勝昭　小松　芳樹
　　　　　　　高橋　　淨　畠山　倉光
　　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

平成 22 年安曇野市議会
9 月定例会会期日程（予定）

8月30日（月）～9月22日（水）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

※
議
会
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に
つ
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」に
の

っ
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（
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会
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）

お詫びと訂正
「第 18 号安曇野市議会だより」
※ 14 ページ山田高久議員一般質問中
　誤：幼魚等　正：養魚等
お詫びして訂正いたします。

平成 22 年 5 月 19 日発行

表紙・裏表紙の写真撮影：千村　紘さん
（三郷　温）


